
意 営比神社 の給革

F慧器比Jの 館雑

意督比 て帥 a器踏〉静社は、船紺☆神督0名 で船られる船額地掛最音最大の神社である。親出の文献は平

安中揺の F日お路代彙鑑』貞掘S年 て883)の 謡事で、 「TA田 就営路馳
・
とある。これ松拙樹前戦に開

する文甜としても最き0も のである。また平安中期0格 ☆ある神社を擢した r踏喜式』 〔えんぎしき〉0「

神名曲  て鞠秩弟な沸 にも、下総圏ユユ社の中に 干鷲督路神社ュとして戦せられ、縦囲で出数少ない ず☆内

鞄  〔じ帥 抑 ・じ畿齢陣)晋 あった。

この群鮒比の謡義と神購について言くは、 r丈 故Jで 住鶴紳とする説があ勢、戦後路吉代縦携オホ氏0氏

神とする識などが出された。そ勢盤、鷲営比0古 い鶴み松 fおほひJで あむ、上代特酷嶺名描い0上 から r

題拝は 「批ご等で裁され、 軍夫ョ難 F肥苺等で殺される点を考逮し、きらに歴史的にみても輩富比神戦が音

くかる貴鶴鯖揮と欝い関轟をも,て いたことを考察に加えて、歯密路幹雄 f☆日神Jす なわち押偉大な☆齢

神伊が田義であるとする鞘 て試縮鍵 r驚樹路神者J)が 酷器する。コ貴鞍告中世から韓☆まで構…般に r船

器準報革と聯され、主盤神な文隠六神 〔繊てら掬勘的いとする意慧批辞畿も.盟 観船者代のこの地方最大の☆

齢辞であつたとするもので、現簿点で348f力 であるう。

伊勢幹要とり襲鶴

蔚緊のように、当社難守世挑鋒T機 に松船相神明と呼ばれることが多かつた。神明とB4-雷 を分記じ

た神社のことである。

すると、音代に駐議路芳最村力の☆隅神であつた孟鱒批神が、中世いる務靖期推騨勢静密に開権したと盤

館されるが、幸むあらすじ松数0上 うに想定される守 … 平安求部に逆い操躍4年 (1133)に 買見を中

心とする一帯が、伊勢神営●謹爵 r買見榔揺 てみくけ轡 どとなった,実 麟に難当地から伊勢お督代畿布を貢納

した。そうした鞘録から、当曲【監― 督が分認され 軍紳現社Jが できたが、その祭神松胃〕景でもおく

最高の丈鶴神である貫無☆神であつたぃやがて地元0錦 六雄太鶴神松与開じ☆鶴神である静瞬社に岡雑じ

て船補紳報となり、曲補女韓督と縮されるようにもなった。 十

軸端翻鶴 艦難静

多古野戦業寺の昔文書に、応永4年 (139T)の r閣寧韓鞄 という離横む報競証文があり、文中に 丁

船搬 Jと いう文書が見える。この拙樹殿について撤丼群であるが、時代が下静た文驚6年 (lST8チ の

「郎就品置鎖網』 tr持 械文器』)に も r船補躍重が見え、これ鵬艦窟批紳社神主営段をきしている。する

と前者も神主をさしている可能性辞高いと騒われ、驚富路器社の神主&豊 播翻期には、rf■Mな がら荘鞄鎖

圭としての…置を有していたと想定されるぃ

江戸時代獣後の襲選

遊世に入ると、江戸に器った簿脚1数麟駐霊等 く貫正19・ ユ391)に 鋼出曲0有 力幸社に寺社横0寄 進

をし、船補韓明にもS3零 ●主軸を守鵡した。裕相推轟難覇響分ほど0韻 軸である。

以後、幕☆景督当社は将軍盛とのつながりを持ち、本服の森調に難離
け簿盛等壮揺る絡磐稗壮評醜Iら れ

た。また江戸中錦挑降ほ 軍盟真…ユ営革を建称したため、― 慧と撤畿になつたこともあるぃ

いずれにせよ、江戸時代に軸鶴播拙済離Tの 名前であり、遊出0熊 A横 たいてい録簿した。

ところが、報機藍前の離ぷ4宇 (1868)盟 4鍔 に茂脳機争の爵地戦ぷ掛総で鵡こつた部、当社が率詩

芳脱走異仰…拠点とされたた輸与督軍方の輸率で齢換するという災雄にあ神てしま神た。

現治に入り、当初松笈批殿であつたが、麗もなく驚置ほ謡曲され魚ぉ数た.瞬 強親部に都就府0敬 盤とし

てゝ生聾0辞 批0社 継J決 められた時、当社は現廿戦磯rの r桑枇Jと きれた てふ轡う村の転守性 脇

であった),

文化財と行寧

環内0鮮 明津は明治13等 て1880)に 義就した神辞軒摂0臨 効で、現存の中では露内最☆m10畳 闘灯

幾といわれ、守繋黒緒驚村簿機構文化甜Tあ る。

祭札松19月 19・ 20日 に行われ、特に韓納の議A様 操 て20日 )は 伊船械0け れか縮襲伊として、灘

東T瞬 に名を知られていた。

また、例大祭て13第 23日 )をはじめ、正第二が日◆簿分け12第二お習に或じられる神業は、鵬揺市

指定無酵島織文能財である。

(掛ユ比掛 綿欝
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F齢橋☆辞富社鎌小神井銀陣 いて慧 胃 辞む縦史壮揮る袋 平 就ユ

時 つの機文書からみ孟買晶卸麟と総構☆神督む批樹戦について」.高 村離 平成母 $F鎖 奉丈学

生麓盟学部研究報告B〈 文緊)還 欝拠警欝l母
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意 富 比神 社 賂年表

貞網 S学 く883)    「 下織田粛富批神Jが 証五駐下を盤けられる 〈r宙本王代築鋒置)

貞親ユ8年 く87ユ 〉   r下 総田嵩督推神Jが 正五位魚な授貯られる (r  r  遷 )

貞翻ユ3年 くBF4)   r下 織鶴置富批紳Jが 継盟牡下を授甘られる 〈T  F  占 )

躍景5年 〔32T〕     こ 0年 に完成した r雄善地 の 「神紙と部の下繊躍十…醒中に 野輩富批

神社Jと おる 電通称 r整書式神名幌 ・品鮮携齢枕〕批発 登

操斑4年 〔ユユ38)   伊 勢神留0雑 題である 「買見解庸ぶ モ測名船樹郷躍凄が戴主する

応熱4年 くユ897)   F潤 帯韻状占 て多廿町弱業寺文書)の 本文中に r鵬撤 二0文 書がある

応難3年 〔ユ399)   守 藁競跳が r災照女神Jに 私鎖器普進する Xこ む督進戦を出文書とす

る説 く穏躍豊静 F千揺常胤掛亀)も ある

文亀4年 く1504)   F鶴 井品齢報勧=驚 r持縮貫揺器ま く本鮒 、 百神主慧軸  く発名)と

ある   。 .

表器3学 〔ユ導30〕    r競 講W栄 瑠勧遇の本文中に r女神密すとある

永器9等 てユ503)   F盤 前守 玉河調畏翻 翻札どの本文中に 「紳韻欝彙貢照☆紳普どとおお

責正S等 く1578)   T蔦 城品展報物対に r当年よ轡船補0部 に船いて静瞬む部町相主T農 ま

〔漂錦灘文)と ある

辞    肝       T高 報品震謙調達の鬼名に r盤補搬Jと ある

貫置ユ3年 てユ喜91)  髄 ,fi無館より正や穏の土地書守進きれる

豊博5年 《1755)   冨 お捉鋳品が 軍当普本撤置を善す

買現尭年 てユ781)   鷲 密踏晶太神簿、率鯖から r権親様卸督巣外恭畿態優J助 成の為、鶏町

貫神鞘内での富難興靖を計可される

買操4年 〔ユ833)   意 富田畠女器督. r榔 営其外講薫社文破に及ポ援に対.態 龍軸就●為ど

く日鞘灘文)能 巣田 中曲羽圏 ・弾貯典T● 船牲士辞可される

麗応4年 〔ユ868)   成 展戦争HD異夫驚かかむお躍他を提典する

現簿寄年 〔ユ872)   鼻 社に刑せられる :船構帯域で出韓…〕

明治S等 〔ユ873)   本 設部再盛される

明治13年 〈1880)  襲 的に訂明持が建てられる 〔政驚会語の民間灯歯酵

瞬胎ユ8年 〔1885)  品 晶帝が始まる モ…時蹴躍真…の線機といわれた掛

電舞Gtt S撤 2812.鋼麟齢
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0盟 和llB等挑路の韓社案内文競で2ぺ …ジ求競のもの社割愛 〔干干業錦辞社名鑑重を除く).F

tユ母既 細艦 掛批 抑ヽ 絶抑



構 瞬 町 船 構

と翻鰐鞭封

「EF時 代0船 頼ほ、陸上交通0誤 前に位置していたので、情糧として女いに描提をしたJ.

船橋0躍 艶について記した本でよく躍にする記述であるが、これに強いくつかの挫釈 ・稲品が必要

である,

その…コ艦、率鮮0毘 めた拙補紺艦、日常の生播を発に声る柑とほかな勢異なっていたとい身こと

である。船縮村というの機、船繊正樹持村 ・船縮九日市村 ・掛楯海神村を合わせた総静だったむであ

る。

エコめ松歩じややこしい講になるが、船覇対松I式 に置 「船綴轄Jと 名乗れおかつたということで

ある。江戸幹批0「 犠 くじゅく)と 援、駆Allとして通中響簿部管鞘した所のことで、弱じよ津独交縄

韓跡壮していても、そのほか0識 松継鞠 仰試 )や 総立場といった。描齢 輯その隷場であつたが、

横鋼として船繊贈と呼ばれることが多かったのであるゃしかし、rAL式貴器に出 軍曲齢 二と器貯ない

0で 、弘地託年 〈ユ844〕 に置空通韓論を円滑に進めるため 「船糠贈Jと 鴫えきせて批しいとい静

謙識を起こしているが、承認され出れ たもようで務る。

資温の駆榔犠

謝お書ぷ畏くなったが、ここ晋艦船紺脱脳義の潜場であるとして薔を推める。

船描松溺機艇指ゆ籍鶴として踏栄するが、その軽出濫督うまでもなく当地が、騨総重圏わ構横菜競

部から江戸へ向か号鶴輯が集中する、資通の軍話に位置しているためであった。守柱からふ簿 t蒋開

at願 韓る桟館適 〈裁田道)が 、薄稗で将鶴彊と合競し、一方船補丈弾雷― 手ま千葉針露に出かう

―   〈騨総鶴縄)と 分戦bて いる。き島驚銭鮒寵逮鮒隠で騨就組 〈斑389と も分岐じている。コ

黄聯船縮機、開総0証 評薄鮮で松最大●額遺集中地点だつた0晋 、― でにぎ神,滝 ・Tあ る◆

旅総農 〈熊館卜0畿 字を品ると、蛇就12年 〈ユ魯88)に 22群 、文札ユ事寧 〈ユ母18年 )驚

2尊器、貫鶴孟年 〈ユ母30〕 整29軒 と瑠瀬しているゃそ0監 かに率簿鯛 0上 機盤人と☆韓端

まる本韓もユ群務った。また蘭難●数も、丸聞着簿だけでS8軒 斌くおつた0で 、翻めて江戸に解く

替が船播情に入って 軍3まや、江戸に着普けるよJと 鞠ちがいしたという曲講ぷ館鞠っている中

― 立と駒郷

密場というの出単推撫館があるというだけの新で蹴ない。幡摘榔立 〈韓監葉紙)い 性事に継騨する

者がいて、子の卸馬のための役所 t縄轟)が 置かれた場所でもある中艦爵離孟というのほ公用0撤 播

書と帯朝を、次む置場まで無料で灘ぷ樹盛である。館馬を盛役する場合機、離もってそ0用 鞘・_購数

Ⅲ人出数等を謡した雛文を江戸0億 踊役蔚から出し、宿掲T巌 それ推能つて人腱と鞘t用 意したぃた

だし、離文り罵・A員 数で出いない時松賛館を払ってA揺 を罷う.そ れを御逮賃餞といって岱定の額

で、これもあらかじめ数器猫鵠ほ総経した。この鋼定貿曲松市餓0人 欝貸銭驚畿べると館報で、構機

にとって1まかなむの負担であった。大名0参 軸糞代の時松…出数だけ部走貸能で払い、投じ‖開屋鶴

帥 して― 銭靭 つた。相対賀銭松鱒定賛畿0賠 くらい的 た8… 繊0-手 ま億揺離立

部圏旨畳軽量豊iこ雪電喜雫聾整富告菅賛登墨香暑塁整墨貫喜登こ旨:塁冒費衰督署rすと登暑r墨景
賛館の築盤を輸譜っている。

億隠織孟0業 講は、証樹貯村独れ日精村 お部韓対の五宇に分かれて賛代で簿い、大部かむな時眠…

鰭陣 とお滝.隠 最鶴置証目お ・丸田市驚告ユタ所あ警、孟聞狩巌部鵜l子子調辞0額 贈能鶴 〈督本ユー

22)、 九日市樹現貫出器西側 〈本軒4… 38)に おった,闘 盤0業 務に手ま岱用文轡0継 立も告まれ

卜ていた.

なお船樹情り紙脚機郎0制 農賀餓機、次買表0と おけであると



本 腎 樋 び 揮署ヨ選 の 劇置:幾

締―

船練鷲内の鋼堂みの角最尊音い曲兼翻静脚成4、

置向き指購から船械☆幹雷田卜まで858メ
ートル

余じ脱く井町縄聯である。しかし、このお町通じも

現畿見るような舘並みに轟るまでに注、撤齢仰躍捜

を麗て難ている。

ただし、古く縦 rぉ報通聯雄という名称はなく、

日神15年 くユ348)の 新野名設定で '本町どが

できてからりものでおる手
0

とい出事の始部について F出播書史鮒篇』は、通
事選入田部服曲じている点と、同斎に鷲陶地灘と呼

就れる書い地麟出がお替て、拠刑増だつたという億

説もおること沖ら、中世L縄 瀬壮持つ憎八日と推定
してお事、それが共力の支持壮辞てきた.し かし、

幕☆文A2年 〔ユ863)の 不動院過去暇β闘守開

通の機鉛が、津勝串ギと路のふ置を 「駐古ヨサ批溢輝

翠難抑曲 としている点や、本町通勢師路には中

性勢胡齢が見当らないこと導を考慮すると、近世親

期の総成とする磁 〈滝恩昭五醐 0狩 ぷ村力と路
われる。

斌世 屯〓戸聯民卜に曲りの角で最翻に銀並評舶学

たのは.鵬 ,1子から武弾督までα五日― 簿だと

想定される。何より・も地出の 「幕贈達が者のことを

協播智ている。

EF鮒 部から中期にかけて く拙 350～ 258年

報)も をとこが触樹の中心でおつたとみられる。船

糖六神督糾説町としての要報も多少おつたのかも館
れない。
しかし、本結出絶じの長きが観いので、八日が増

銃じゃ当地T情 通・齢議する審評増加すると、意い

場務を有する灘を'1:西鶴 て丸日韓村〕の継りに築が

多くなる字
0

やがTD~時 代中期の途中からは、九日輔む中通
聯避 て盤島神戦聞船 に中心地ttg尋 .モ じて時麟
温零魂だが、旅鎖韓 て当時は撫霊晶)は 丸田青でし

か営業できなくなる。つまり、一日に船置嶺といっ

ても、それを機就する王日韓 ・九日背 ・船補帥
3村の内で、舶驚の地ぷのほ九日締だけで、五日帝
や船紺群辞は語島や鏡墨でしか搬人相守の商尭がで

堤播遇こ予究百器最糸晶量旨を晶1援 置督晋揺護騒

加)・ 器鱒ユ軒・簡豪55軒 でお,た りに対し、証

田市は商無38群 であった。
そのように簿堀船穏の中心離、E戸 時代俄錦には

九日静側に静つていた。当番り贈鵡審わ多くは、就

路曲勢船番であつたといわれる。そして、夕じ網棋
の大きな― いずれもそうでおったように、当出
の統継も多くは甑船女という名目の槌貴を絶えてお
,じ、撤鶏街としての要器も大きかつた。
とこあが、者0撫 龍笛と船械☆碑営路把脱距応4

等 〈1868)の 成展戦争む解に長共にかかり、一

瞬の内に☆半が船彙させられた。革日締側が22・1

軒、九日韓鶴は532鷲 もが踊彙させられてしまっ
たのである。
しかし、者の機翼からltいち早く立占鷲じ、通じ

闘選はかたつてF紙 を増じてい,た .報 給におって

も播覇の機能は翼静島ず、語や器寵に轡聯コてAカ

革 ・トテ揺料い幾業が脳部Tお つた.明 治離半おま簿

親としてお黙業が講縦した簿婦だつたいT務 札

0
その機、明治2T学 〈1894)に ― 田通す

ると、船村り韓構が変わる.戯 田伸摯館零部ほとん

ど試料を騨用するように注って、
4監
人の情油評激満

した0で おる.… 韓的LT船樹脱、かな事きmた 状

況になコたという。ところが、響軽なことに習器野

駆の軍麟仰増強で軍関係の箸が増え、― ら構じ

た割翻 や避貴登は、播業を規けていった。

それにもまして、明治畿辞からの出樹職地済欝染

都市としてい比量を大きくしていゃ滝。この情報か

ら地オ調韓都市ヽ0猛 挑は、地軽曲条件に覇☆れて

いたせいもおって、ほ離戯動を眠わた.者 勢措巣持

町通聯崩、永く守葉県柱代表する請博鮨として知ら

れたrDでぉ尋.

講選押A"… 3☆ 正時代に報ると箱幹中心に避部

がましい鞘離があるのは好まいく油いとする鷲見ポ

強くなり、路からの描増 ・選じによって、通いの業

者は聞東及麗災後蛇魔韓じ、昭榊8年 て1928)

新たに滞神のA串 地に新地滋郭が躍生したⅢ…
…

井町地聯k辞 路0連 能鵬 抽お神Olt田和初期
からでキ録付辞モ0日 丸を切コた,そ して自動車が

目につく上うに注る0も その明である.
0

本町通勢は☆平部機寄で、空魁め批曽を受けなか

った。そりため、機業む通勢は昭静3母年代に入っ

て由帥    棚 すると、-0貴 鍋

幌されるほどになった.モ こで瑠神35年 から42

年にかけて、鷲樹豊害'いて歩滝を☆きくと事、建鞠
横中穏●耐え難策とする☆改避部簿われた。この武

改通桜龍麟曽0新 しいモき卜として評判を呼棋 生

目から鞘隷著辞甜挽孟.
しかし、そい後β躍受のカン求磁予調を縄えて急

激であつた尋船樹け蘭業地踏ほ、お軒通事辞生まれ

変わつて測も雄い内に☆きく霊指してしまう.急 増

した郊外A圏 の多くが執批・パス等T圏 電船構に集

中し、それ柱駅開担に東京等から縫出し帥 束調

麟鏑が戦収するという田式に賀静っていま,た ので

ある。者●路 朴町通事艦かつてい鋪難辞帥

座を覗け繊きぜると禅なかったので鵬 .
G

モじて牛ぃお町通じで雄、中置化を組んT段 ゃた

いくつか0明 治0醜 勧が、戯 部に組組時段β聞野

と艦えているもの0.平 縦にとってから油中樹の醜

鞠も多く繊語捕マンションに鶴r昔 えられ、常並み

は☆きく策錦を出げて☆ている。・
       t281■ 1船



船 樹 村 欝 定 貿 銭

丼 揺 半 揺 軽 尻 A 足 衛 選

帝簿まで2塁 母町 82文 88文 48文 41文 付 鶴 道

A機 景で1塁半 58文 48文 37文 29文 能 宙 道

揺競盤で2里 74文 62文 44文
r44文

上 総 田

犠縮まで3竪 122文 102文 87文 ST文 卸 就 遥

丈神聞まで3盤 母町 122文 l rD 2寛 87文 ST文 柱 倉 遭

丈韓養晋8墨 324文 282文 232文 232文 ホ 下 組

X本 罵手ま構鞠43貫 鶴まで、半罵は人と荷物28貫 目まで、軽品 伸船 職Aと 韓強尋買轟まで

船器請T批 ⅢA足 1与人と謡15霞 景では分用弱通行者に提出したが、それ壮越えた時松助郷村と

離する還隣の構々ヽA揺 輔 士申し渡したt軸 郷粧鋼藍地きれたものでも村々で職培れと揺むこと紘

できなかった。しかもこむ翻盤協江隣0村 々からすると、いつA馬 を提出するか不定であ勢、農碁難

と盤なったむすることもあってたいへんな負担であった。そのため、― f下ると次第に驚芳0村 も

加助部、当分晩郷という役目を負わきれるようになる。しHl■し、報親に― に組み入れられること

は負担韓瑠擁となるのでⅢ飼とか者れをま出がれようとして、情場とい鞘で部■iLぎたになることがよ

くあつた,五 霞貯柑対話機構、九田市村対雷競神村外S村 Ⅲ九田お村対上出新聞・醸原新聞い鋼等で

ある,農 持にと,甘 鞠郷の負担鷲等貫に次ギものであったから.部 識柱起こしてでもその軽減士服,

たのである。時代評下るとA揺 載出さずに― に生銭を払って人購壮路って貰号という領的になる

が、負盤であることに1まかわむない。

鍛機器り強部構々の書い謡鶴に描事操6年 くlT21)0村 鶴組援があり、 軍文助Jの 対として買

島紺い金彬村 B社員観構 ・鮒員環村 ・群― ・曲野村・印れ村 ・寺内村 '本部村 ・王子村 ・小軽揮

村 B容対 い人々聞村 B鶏報村 ・田喜野井村 ・王曲村・播競曲満村 ・闘緩村 ・米伊断村 ・七館器が軽き

れているt ttF戦郎●村朝組援T松 丸麗青対翻"丈 齢部が臣見村 や金移構 中甜員蹴村 ・機員報紺 ・密

踏新聞・函― B曲譜紺 ・印由対 ・本部村 B二予村 B荘ヽ粟揮耕 い音停村 ・上出新聞・醸漂新軍 B北

力村十五翼苛対側の大鞠部が七船村 い難ヶ描村・下館曲横付 けた館出満柑 B貫出村 い聞群野井村 争容

締結・A々 田村 B摘潤村 B講瑠村となっている。

齢 勢騨

簿鞘こま人の通常のための機能を主銀に穀けられたといえるが、一方で輸資●韓送柱主主して発寵じ

たのが捨と打岸である。大きれ構輸、重い構鞠●輸出松揺●輩だけで‖限授があり、また艦鞠ごとに

積み替えていたので繊非熊郵軸であるけ子の点総だと揺数十中数臨報針の補鞠壮1概で組ぷことがで

き,し かも態颯ごとに積み替えるとい静宇間が省けるゃ

繊器で蹴 田市村●灘韓対下統東縦 -0無 が並拭 搬軌 '耕炭等い輸出に従群じていたぉ

鋪
鴫患
S等 (17む 2)に 1ますでに8野 0業 替があ聯Ⅲ江評被開に松8中 13解 ●鉛譜辞営業わてお

り、畿鮒簿●等貫米の一部毬江戸に鶴雄じていたこともある。こい部運難職幕求中瞬胎期期に職いっ

そう盛んとなり、…時松43軒 もの― 営業強していた。なお、九田市対にも歩数で職あるが海経

熱審がいたことを特謡しておきたい て魚升鋼導弾0鵡 横とは翻).

船T選 ばれるものとして職謡齢0上 では等買米Rlt多いがⅢ瓜 ・悶風 ・閣群響 ・締予等駐品戸へ舞'

鞘くという鶏事も見られるぉその他に船補村で松出革である下踏を弱習士部から買い入れてい孟が、

その選畿が総て船で着われていたoは いうまでも続い.

く2812.18 軍ふ独ばし効軸 器貫執錬部弟を改聞 ・増機〕



齢 補 鷲 器 町 繊 り 斡 盤 !輿 子転 欝 ず
ゴ務 文 献 十闘 齢

r鵬樹町酷ど 守 第郎繁樹齢部船縮町 瑠 神12

「拙機村史 離 鋪』 船 補講投誘 瑠 神34

F船稲貯講合開発第二次融査報告器』 踏 騒油A都 博計調胡会
母船補蒋総合躍踊開査鱗員会 瑠 韓38 X「

4 闘 業の現鋭&発 展計競ゴ                   ・

F齢闘盤磁統鑓翻ぷ船構お母産灘摺滝幹賀雑 簡 艶編喜 船 縮持敬育研究開 璃 静鞘

r不鮒建築 1鞘 聞闘脇  守 難操不艦艶郷促進鶴識念 瑠 静42

軍帝勢盤翼 盟 神43年度服さ 船 構帝議会事覇爵 昭 お44 灘 r麟盤 築簡緊地威部業担既載

野球町絶申の町難ゴ 齢 器村本町通警町難闘査団 盤 縮帝概育審員会 贈 神53

軍撤 路避観帝の変鶏&☆ 型謄齢む選出
中鮒紳聯…ど 機 沢批機 197轡 ◆ 昔キ轡院 鞠鯛強 第概譜購18母

T社会科学習籍導資料工…      … さ 社 会科学習増尊資料枠成番員会 船 糖お載育研究所 璃 神
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